
東温市事務事業評価シート　令和２年度実施事業対象

№ ― 1

昭和 62 年度 ～

単位 令和 元 年度 令和 2 年度 令和 3 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

元 2 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

3 4 3 3

3 4 4 3

放課後児童指導事業（学童クラブ）

基準に沿った、適正な運営に努めます。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画 第２期 東温市子ども・子育て支援事業計画

活動内容

課　　名 保育幼稚園課 係　　名 子育て支援係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

児童の健康管理、安全確保及び情緒の安定を図る。

遊びを通じて、自主性、社会性及び創造性を培う。

児童の活動状況の把握及び環境づくりへの支援。

達成度を
測る指標

指標名

公的関与

089-964-4484 メールアドレス hoikuyoutien@city.toon.ehime.jp

１ 子育て環境の充実

事業区分

事業の目的
昼間家庭において監護することができない世帯の児童（小学校１
～６年）に対して、放課後に適切な遊び及び生活の場を提供し、
児童の健全育成を図るため。

根拠法令等 児童福祉法、子ども・子育て支援法

総合計画 政策目標 １ みんなが元気になる健康福祉のまち 政策項目 ５ 子育て支援の充実

023 1001 事務事業名

主要施策

該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

最終目標

登録児童数 各クラブの登録児童数の合計 人
395 425 465 505

386 452

クラブ数 市内のクラブ数 か所
12 12 15 15

12 13

予算費目 会計 一般会計 費目名 民生

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 69,927 48,266 65,990 利用料
17時まで(8月以外) 2,000円/月
18時まで(　〃  　)   3,000円/月
19時まで(   〃   )   4,000円/月
8月利用　　　　   　  8,000円/月
8月半日利用　　　   4,000円/月
土曜日のみ利用　   2,000円/月
土曜日半日利用     1,000円/月
※非課税世帯等減免有り

地方債 6,300 0 0

その他特定財源 14,012 11,271 13,570

一般財源 27,368 37,485 47,767

0.940 5,867 0.965 6,027 0.965 5,987

計(Ａ) 117,607 97,022 127,327

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 子育て支援係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

今後増加する利用者に対して、その必要性の優先順位を明確にし、真に必要とする家庭を選考するため入会選考要綱に則り、適正な入会許可
事務をする必要があります。

効率性 急増する児童数に対して、適切な人員の確保が急務です。

改　革
計　画

適切な保育環境を確保するため、人員の確保及び配置について検討する必要があります。

今後の方向性 現状維持

施設環境等について基準に沿った運営を進め、活動内容の充実が必要です。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

新たな活動場所を建設するなど施設の拡充が図られ、利用希望者の受け皿確保と児童の生活環境が整備されました。
今後児童数は減少傾向にありますが、北吉井小学校区については暫く増加が見込まれるため、適正な入会許可事務に加え他の空き
施設の利用の検討も必要です。

二次評価者

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 123,772 103,153 133,417

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.150 298 0.052 103 0.052 103
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

就労家庭の増加に伴い、児童が安心安全に過ごすことができる場を求める声は、更に高まるものと思われます。

有効性 子育て支援や児童の健全育成を図るため、非常に重要な事業と考えます。

達成度

保育幼稚園課長
総　合
評価点



東温市事務事業評価シート　令和２年度実施事業対象

№ ― 1

平成 20 年度 ～

単位 令和 元 年度 令和 2 年度 令和 3 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

元 2 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 4

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

核家族化による育児不安や母親支援を必要とする家庭が増加しています。年々増加する虐待の早期発見・早期対応のためには不可欠な事業で
す。

有効性 関係機関と密に連携を行い、適切な支援につなげています。

達成度

保育幼稚園課長
総　合
評価点

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 5,047 3,444 3,863

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.497 986 0.497 984
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 子育て支援係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

支援が必要な家庭に対して、迅速に適切な対応ができるよう関係機関との更なる連携強化が必要です。

効率性 ケースに応じて関係機関と連携し、順調に実施されています。

改　革
計　画

子育て相談窓口を中心に、関係機関との情報交換や情報共有を行い、虐待のおそれがある家庭を早期発見し、深刻化を防ぎます。

今後の方向性 現状維持

潜在的なニーズに対応するため、関係機関との更なる情報共有に努めます。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

該当家庭へほぼ100％訪問が出来ており、子育ての孤立化を防ぎ不安解消の一助となっています。また、必要に応じて関係機関への
紹介や協力体制も取れています。
今後も引き続き家庭訪問を実施し、情報提供や助言など適切な対応が求められます。

二次評価者

その他特定財源 0 0 0

一般財源 755 970 1,066

0.500 3,121 0.048 300 0.048 298

計(Ａ) 1,926 2,159 2,582

予算費目 会計 一般会計 費目名 民生

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 1,171 1,189 1,516

地方債 0 0 0

最終目標

こんにちは赤ちゃん事業訪問
件数

対象家庭の訪問件数 件
193 220 220 対象全件

193 188

養育支援訪問事業件数
養育困難支援の訪問件数（実家庭
数）

件
30 30 30 対象全件

26 26

指標名

公的関与

089-964-4484 メールアドレス hoikuyoutien@city.toon.ehime.jp

１ 子育て環境の充実

事業区分

事業の目的
乳児のいる家庭と地域社会をつなぐ最初の機会とすることにより、
孤立化を防ぎ、乳児の健全な育成環境の確保を図るため。

根拠法令等 児童福祉法、子ども・子育て支援法

総合計画 政策目標 １ みんなが元気になる健康福祉のまち 政策項目 ５ 子育て支援の充実

023 1003 事務事業名

主要施策

該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

こんにちは赤ちゃん事業（養育支援事業含む）

生後4か月までの乳児がいる全ての世帯を訪問し、適宜、個別支
援が必要であれば関係機関につなげ、虐待の早期発見に努めま
す。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画 第２期 東温市子ども・子育て支援事業計画

活動内容

課　　名 保育幼稚園課 係　　名 子育て支援係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

対象家庭の訪問

養育困難支援の訪問

達成度を
測る指標



東温市事務事業評価シート　令和２年度実施事業対象

№ ― 4

平成 14 年度 ～

単位 令和 元 年度 令和 2 年度 令和 3 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

元 2 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

3 4 3 4

3 4 3 4

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

核家族化やコミュニティーの希薄化により年々ニーズは高まっています。地域で子育てをサポートする重要なサービスと考えます。

有効性 就労家庭やひとり親家庭の増加により、益々ニーズは高まるものと考えます。

達成度

保育幼稚園課長
総　合
評価点

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 6,460 6,674 7,054

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 1.000 1,987 1.000 1,983 1.000 1,979
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 子育て支援係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

利用ニーズの複雑化により協力会員の確保が困難なことから、十分な対応ができていない状況です。今後、高齢化により減少傾向になると想定
されることから新たな協力会員の増強が必要です。

効率性 経験豊富なアドバイザーが効率よく業務を行っています。

改　革
計　画

協力会員の確保につなげるため、助成制度を広く周知し事業の啓発が必要です。

今後の方向性 拡大・充実

様々な利用者のご要望に対して、可能な限り対応しています。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

子育て家庭の最後の砦として利用されるケースも多く、必要不可欠な事業と言えます。今後は安定した事業提供が行えるよう、各種団
体への紹介等協力会員の確保に努める必要があります。

二次評価者

その他特定財源 0 0 0

一般財源 1,993 2,210 2,357

0.060 374 0.060 375 0.060 372

計(Ａ) 4,099 4,316 4,703

予算費目 会計 一般会計 費目名 民生

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 2,106 2,106 2,346

地方債 0 0 0

講習会、交流会参加人数 延べ人数 人
190 190 190 200

160 166

最終目標

登録会員数 利用会員、協力会員、両方会員 人
350 360 370 400

348 362

事業利用件数 相互援助活動数 件
1,400 1,400 1,400 1,500

1,146 808

指標名

公的関与

089-964-4484 メールアドレス hoikuyoutien@city.toon.ehime.jp

１ 子育て環境の充実

事業区分

事業の目的
子育て家庭（児童の年齢は0歳から12歳まで）に対して、地域社会
全体で安心して子育てできる環境を提供するため。

根拠法令等

総合計画 政策目標 １ みんなが元気になる健康福祉のまち 政策項目 ５ 子育て支援の充実

023 1004 事務事業名

主要施策

該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

ファミリー・サポート・センターとうおん運営事業

協力会員の増員を積極的に行い、相互援助活動を行います。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画 第２期 東温市子ども・子育て支援事業計画

活動内容

課　　名 保育幼稚園課 係　　名 子育て支援係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

相互援助活動

会員を対象とした講習会

会員を対象とした交流会

達成度を
測る指標



東温市事務事業評価シート　令和２年度実施事業対象

№ ― 4

平成 23 年度 ～

単位 令和 元 年度 令和 2 年度 令和 3 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

元 2 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 4

児童相談事業

専門性を持った人員を子育て相談室に配置し、家庭相談体制の
基盤を固め支援の充実を図ります。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 保育幼稚園課 係　　名 子育て支援係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

子育て相談受付、対応

要保護児童ケース管理

代表者会議、実務者会議、個別ケース検討会議の開催

達成度を
測る指標

指標名

公的関与

089-964-4484 メールアドレス hoikuyoutien@city.toon.ehime.jp

１ 子育て環境の充実

事業区分

事業の目的
東温市在住の１８歳未満の児童がひとりで悩まず相談できる又は、
東温市在住の１８歳未満の児童を持つ保護者が子育てに関する
悩みを相談できる場となるため。

根拠法令等 児童福祉法、児童虐待防止法

総合計画 政策目標 １ みんなが元気になる健康福祉のまち 政策項目 ５ 子育て支援の充実

023 1010 事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

最終目標

相談受付件数 窓口での対応延べ件数 件
500 500 500 500

499 435

訪問件数 年間延べ訪問件数 件
100 100 100 100

137 119

ケース会議開催件数 年間延べ開催件数 件
20 20 20 20

24 30

予算費目 会計 一般会計 費目名 民生

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 1,668 1,686 1,694

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 1,317 1,522 1,708

0.500 3,121 0.293 1,830 0.293 1,818

計(Ａ) 2,985 3,208 3,402

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 子育て支援係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

専門性をもった職員の充実と、継続した支援を行うため研修を受けられるような基盤を作り、機関連携の要とする体制整備が必要です。

効率性 要保護児童対策地域協議会事務局との兼任スタッフを配置しています。

改　革
計　画

迅速かつ的確に対応できる職員の専門性の確保と関係機関との密な連携を図り、虐待に対する認識を高め早期発見につなげるための体制作り
が重要と思われます。

今後の方向性 拡大・充実

関係機関と連携を図りながら多面的に関わっていますが、窓口の存在を知らない方も多く、周知が必要です。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

関係機関との連携も図られ、迅速な対応も出来ていますが、事案の複雑化等により時間を要するケースも増加していることから、専門
職員の常駐（専任）により対応を継続的かつスムーズに進める必要があります。

二次評価者

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 8,093 8,802 8,976

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 1.000 1,987 1.898 3,764 1.898 3,756
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

住民に身近な市が子ども家庭相談の第一義的な窓口となることは必要と考えます。

有効性 問題の深刻化を防ぎ、早期発見・早期対応することは、市の責務と考えます。

達成度

保育幼稚園課長
総　合
評価点



東温市事務事業評価シート　令和２年度実施事業対象

№ ― 9

平成 27 年度 ～

単位 令和 元 年度 令和 2 年度 令和 3 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

元 2 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 4 4

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

就労家庭の増加、核家族化、生活様式の多様化に伴い、やむを得ず子どもを長時間預ける家庭のニーズが高い事業です。

有効性 市と事業者が委託契約を締結することで、市民サービスの確保が図られています。

達成度

保育幼稚園課長
総　合
評価点

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 3,033 3,391 5,247

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 子育て支援係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

本事業は国の基準に沿って実施しているものであり、多様な生活様式に対応するため引き続き事業を実施することが必要です。

効率性 本事業の費用の大半が保育業務に従事する保育士の人件費であるため、質を担保する上でも効率化は困難です。

改　革
計　画

事業所へは勧奨を続けると共に国等の交付金事務を適正に行い、財源の確保に努めます。

今後の方向性 現状維持

利用希望のある施設は実施出来ています。今後も施設側に対して勧奨を促します。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

生活の多様性等により子育て家庭にとって必要な制度となっています。今後も引き続き利用希望者の全てが利用出来るよう施設への
働きかけを行い、適切な事業の実施に努める必要があります。

二次評価者

その他特定財源 0 0 0

一般財源 1,019 1,222 972

0.066 412 0.066 412 0.066 409

計(Ａ) 2,621 2,979 4,838

予算費目 会計 一般会計 費目名 民生

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 1,602 1,757 3,866 基準額
〇年間延べ利用児童数2千人超施
設
・平日　400円
〇年間延べ利用児童数2千人以下
の施設
・平日　(160万円÷年間延べ利用児
童数)－400円
・長期休業日(8時間未満)　400円
・長期休業日（8時間以上）400円
〇加算　長時間預かり
・2時間未満　100円～150円
・2時間以上3時間未満　200円～300
円
・3時間以上　300円～450円

地方債 0 0 0

最終目標

幼稚園一時預かり事業実施
施設数

幼稚園一時預かり事業実施施設数 箇所
7 9 9

5 5

幼稚園一時預かりサービス年
間延べ利用人数

幼稚園一時預かりサービス年間延
べ利用人数

人
5,922 8,362 8,138

6,948 4,359

指標名

公的関与

089-964-4484 メールアドレス hoikuyoutien@city.toon.ehime.jp

２ 就学前教育・保育の充実

事業区分

事業の目的
子ども・子育て新制度の開始に併せて、施設型給付に移行する私
立幼稚園、認定こども園に在園する児童について、家庭での保育
が一時的に困難となった場合に一時預かりを実施するため。

根拠法令等 子ども・子育て支援法

総合計画 政策目標 １ みんなが元気になる健康福祉のまち 政策項目 ５ 子育て支援の充実

023 1025 事務事業名

主要施策

該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

幼稚園一時預かり事業

幼稚園等に在籍する満３歳以上の幼児で、教育時間の前後又は
長期休業日等に当該幼稚園等において、一時的に保育を提供し
ます。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画 第２期 東温市子ども・子育て支援事業計画

活動内容

課　　名 保育幼稚園課 係　　名 子育て支援係 電話番号

内部管理事務・その他 事業運営方法 全部委託 実施計画

東温市在住の児童が通う施設に対して、委託契約を締結

利用延べ回数、対象費用の実績に応じて国の基準に従い委
託料の支給

達成度を
測る指標


